
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 一般農道整備事業 都道府県名 北海道 地区名 幌延

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３８８，５００千円

年 効 用 ② ３６，２８５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６５４，９６４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ２１７ 砂利道を舗装道に整備するこ
の増加 とにより作物の砂塵被害が防

止され収量が増加
対象作物：牧草

営農経費の節減 維持管理費節減効果 １，１５７ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 ３３，８６８ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：牧草・牛乳

施設更新による 更新効果 １，０４３ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 － 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減等

計 ３６，２８５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 一般農道整備事業 都道府県名 北海道 地区名 猿払北部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２８３，５００千円

年 効 用 ② ２８，４３７千円

廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５０５，９９６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．７８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ５０４ 砂利道を舗装道に整備するこ
の増加 とにより作物の砂塵被害が防

止され収量が増加
対象作物：牧草

品質向上効果 － 舗装に整備することで、農作
物運搬時の荷傷み被害が防止
され品質が向上
対象作物：

営農経費の節減 維持管理費節減効果 １，４５１ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 ２５，９０１ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：牛乳、牧草

施設更新による 更新効果 ５８１ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 － 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減等

計 ２８，４３７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 一般農道整備事業 都道府県名 北海道 地区名 広野

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７５６，０００千円

年 効 用 ② ５２，１９０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １２，４４５

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６００
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８５７，３８８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ２，７２３ 砂利道を舗装道に整備するこ
の増加 とにより作物の砂塵被害が防

止され収量が増加
対象作物：牧草

品質向上効果 － 舗装に整備することで、農作
物運搬時の荷傷み被害が防止
され品質が向上
対象作物：

営農経費の節減 維持管理費節減効果 １２，０１８ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 ２８，８８７ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：牛乳・牧草

施設更新による 更新効果 ７，９３１ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 ６３１ 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減

安全性向上効果 －

計 ５２，１９０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 一般農道整備事業 都道府県名 北海道 地区名 元和２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８３２，２７４千円

年 効 用 ② ４６，５７８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４０ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９０４，４２７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ４６３ 舗装に整備することで、農作
の増加 物運搬時の荷傷み被害が防止

され品質が向上
対象作物：馬鈴薯、大根

品質向上効果 １，５７３ 舗装に整備することで、農作
物運搬時の荷傷み被害が防止
され品質が向上
対象作物：馬鈴薯、大豆、大
根、にんじん、水稲、野菜等

営農経費の節減 維持管理費節減効果 １，１４２ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 ２０，４２２ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：馬鈴薯、大豆、大
根、にんじん、水稲、野菜等

施設更新による 更新効果 ６４３ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 ２２，３３５ 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減

計 ４６，５７８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 一般農道整備事業 都道府県名 北海道 地区名 東豊似２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５８６，２９０千円

年 効 用 ② ３７，５２７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６７７，３８３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ２，５３４ 砂利道を舗装道に整備するこ
の増加 とにより作物の砂塵被害が防

止され収量が増加
対象作物：牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ

品質向上効果 － 舗装に整備することで、農作
物運搬時の荷傷み被害が防止
され品質が向上
対象作物：

営農経費の節減 維持管理費節減効果 ７，１６９ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 ２４，０３５ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：牧草、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ、
牛乳

施設更新による 更新効果 ３，０５５ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 ２９５ 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減

安全性向上効果 ４３９ 地域の要望等により必要とな
った構造としたため、安全性
が向上

計 ３７，５２７


